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SUMMARY 

:607 

Using the fat emuls:cn created in our laboratory, I have observed its 、influences

.upon the tissue metabolism of the liver, spleen, lung, heart, kidney and skeleton 

muscle of rabbit and cat. 

It was pointed out through my studies that the up-to-date Warburg’s apparatus 

would bring great errors in measuring th;s kind of tissue metabolism. And improv-

ments had been made on the el巴ctricmechanism of its constant temperature bath 

before experiments were carried out. 

Both the experiments in vitro, in which I let the fat emulsion fl.ow into the 

base solution immersing the tissue slices from the side arm of the丑ask, and those 

in vivo, in which the fat emulsion was administered intravenously, were performed. 

The results obtained were as follows: 

A. Experiments in vitro 

1) Oxygen consumption of the fosues such as liver, spleen and lung, increased 

even by the in vitro application of our fat emulsion. 

But this increase proved to be temporary. 

2) In the case of the tissues of heart, kidney and skeleton muscle no increase 

was observed at all. 

B. Experiments in vivo 

1) After the intravenous administration, marked increase of oxygen con.sump-

tion was observed not only in liver and spleen but also in heart and kidney. 

2) If, in such case, methionine as well as ribo丑avinwas com.bined, the body 

metabolism of the fat emulsion would get more smooth and accelerated. And in 

the body metabolism process of lipides, methionine is considered to act on its fore司

step (first step) and ribo自avin on the after-step (second step). 

3) Through these experiments cat proved to have much better potence of 
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disposition of lipides than rabbit. 

From the above-mentioned results, it was confjrmed that the intravenous adm-

inistration of our fat emulsion would be harmless and of great value for purpose 

of parenteral nutrition supply. 

緒 百

三大栄公素である待費，蛋白質，脂質のうちで9 前

二者の分解産物であ豆諸夜糖，アミノ酸の非経口的栄

養補給に関しては既に幾多の業績が発表され，又それ

らの代謝過程も深く宛明されているが，脂質のそれの

みが今日迄に幾多の努力が拡われながらもその完成を

みず，且つ叉脂質の生体内代謝過程？と就いても未だ充

分究明されつくしていない現状である．

然るに近年に至り米国に於いては McKibbin, Sh-

afiroff, Murray等力強位子からなる胞肪乳剤の作製

に成功し，これを経務JlliX性に注入して栄養学的に著効

のある事実を報告し，更に又 Gorensも本剤を臨床的

に用いて著Lい体重減少防止作用のあることを報告す

るに至h この方面の研究も漸く盛んとなりつ与ある

が，一方わが国に於いても既に1929年頃故山川教授創

製の Yanolが斯る目的で実験的並に臨床的に使用さ

れた．併し乍ら Yanolは中性胞肪を殆ど含有せず，

木質的な脂質栄養剤としての性質に乏しかった．従っ

てその実験成績からみても結論的には故山川教授もい

われた様に明確な効果を立証し得なかったのである．

われわれの教室に於いては1949年独自の方法で静脈

内注入可能な脂肪手L剤の作製に成功し，教室の麻田は

組織学的に，塚田は蛋白代謝の商から，イ中田は肺臓濯

流実験から，妹尾は肝臓互主流実験から夫々木脂肪乳剤

を生体静脈内へ注入した際の体内代謝過科並にそれが

栄主主学的効果に就いて検討して来たが，私は更に木脂

肪乳剤の各臓器即ち肝臓，牌臓，月市臓，心臓，腎臓及

び筋肉等に及ぼす影響を生体外並に生体静脈内注入実

験により組織呼吸の面から観察しP 注入脂質の生体内

代謝過程，並にそれが栄養学的効果を検索するととも

に，脂質を手Mじ状態で直接静脈内へ注入して，非経口

酌栄養補給の目的を達しようとするわれわれの企てが

架して定、義あるものかどうかを検討した．

綴って血＇i了（勾に脂質を住入して組織呼吸の面から脂

質の酸化努焼過程を検索した報告はわが国でも2～3認

められ，田原はレチテイン並にコレステ Pンを，上回

は大豆油，梅子泊，オレーフV出の手L濁J夜，あるいはス

テアリン酸ソーダ，オレイン酸ソーダ等を使用して，

これら脂質の生体言者破擦の組織呼吸に及ぼす影響を報

告はしているが，これらの実験に使用された脂質手L濁

液は何れもその含有脂肪球が著しく大でありJ 又他方

オレイン酸ソーダ，ステアリン陵ソーダにしても著し

い毒作用があり，唯僅かにオレイン酸ソ｛ダ使用時の

み20%程度のE変化機能のえ；進を示したに過き？ない．

第 1章実験材料蛙に実験方法

I 実験材料

1) 脂肪乳斉IJ

木実験に使用した脂肪乳剤は精製肝油並に胡麻油を

原糾として作製したもので，何れもその15%溶液を使

用した．その含有脂質は殆んど中性脂肪からなり，そ

の他5%葡夜糖と微量の2～3の物質を含有している．

叉木斉｜！の脂肪球の大いきは全て2μ以下で，従って安全

に生体静脈内へも注入し得るものである．

2) 実験動物

木研究巴は主として体重1,5～2,0kgの成熟家兎を使

用した．而してこれを一定食認で5～7日間飼育し，体

重の増減を認めず，栄養等一般状態の安定するのをま

って実験に供した．勿論剖検時寄生虫等の存在を認め

たものは全てこれを廃棄した．又必要に応じては成熟

猫を家兎と同一条件の下に使用した．

3) 組織切片の作製

無麻酔のもとに放血，致死せしめた試芳、の前記諸臓

器を速やかに劇出し，夫々カミソ 9Zlを用いて限界切

片以内の薄い組織切14・を作製し，その 5mm四方のも

のを5～10干文使用した．

組織呼吸測定後は直ちにこの組織切片を100°c,1時

間乾燥し，‘超化学天符（秤量y）で%。mg迄秤量し，

これを以て当該臓器組織切片の乾燥重量とした．

JI 実験方法

組織乎咳の測定に当つては所謂 Warburgi直接法を

採用した．即ち12木の検；圧計を用い，そのうち 1本を

温圧対照用（Thermobarometer）とし，残り11本を本

実験用とした．而して容器としては円纂状鵠を用い，

ガ丹腔には純酸素を充填した．この掃員にはRossignol

氏 Valveでは微調節が出来ず， E延々検圧計の閉塞液
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を吹きとぼすので，私自ら考案作製した一定圧ヵ・スタ

ンクを使用し，叉容器恒数は下式により算出した．

" 273 --
u 一一ー－koz ＝’－ 273+t 『 y ,,_ 

10 

但し Va＝容務内液容積（c心）

VF＝瓦斯腔容積 (c心）

t＝怪温情温度 (37.5°C) 

"' = 37.5° Cに於ける酸素の7.f'<.t：こ対する

Bunsen氏吸収係数（0.238)

本測定に当って主室には型の如く予め酸素を飽和し

た食塩燐酸極緩衝溶液（m/2Naz HPO，液 8.Scc,m/2

KH2PO，液 I.Sec,0.9% NaCl液 .24occ) 4.0c心を

入れ，これに組織切片を浮滋せLめ，更に副室には5

% KOH溶液 0.2c心を入れて，発生する茨陵ガスを

吸収せしめた．而して側室には』閉ノ持L剤！の一定稀釈液

（主室に流入せしめた際，その濃度が常に 0.028%と

なるように加減しTこ）を入れた．

なお茨厳ガ見を含有しないガスを用いて笑験を行う

際は主室に Ririger氏液を用いると猛濃度が不安定と

なり，検圧計による測定が関難となるから，私は前記

の如く Ringer氏液に代うるに食塩燐酸度緩衝液を使

用したのである．叉検圧計の閉雪被としてはBrodie氏

液を用いたが，正常圧（760mmHg）はこの液の 1,000

mmに相当．する．

振幅は Scm，振動数は毎分90～100固とした．本実

験施行に当つてはまず検圧計を医温槽内へ入れIO分間

振滋し，温度の平衡をまって活径を閉じ，更に10分間

振重量した後検圧計の示す目盛の高さをよみとった．而

して以後10分毎に検圧計に生ずる圧差をO.Smm迄よみ

とった．この際勿論 Thermobarometerが3mm以と

の差を示した時は全てその実験成績を放楽したが，斯

る条件を充分に紘たすために彩、は可及的天候，気圧，

電圧等の変動に留意するとともに，叉更にリレー装置

Regulator，ヒーターにも改良を加えた．而して呼吸係

数 002の算出には次式を使用した．

Q 6~・ ko2Oz ＝一一了一一

但し h=t分間の液面下降（mm)

ω＝組織切片の乾燥重量（mg)

kol＝容穏恒数

第 2章市販 Warburg検圧計附属電気

議量の改夏

私は最新式市販 Warburg装置（F社製）を購入し

本実験に着手したが，本装置をそのま L使用する時は

その測定誤差が意外に大きいことに気附いた．即ら検

圧計にあらわれる誤差の原因は主として作i格温度の

動感と，気圧の変化に基くもので，そのうち後者は急

激な変化も示さず，叉その程度も少ないから，ある柊

度迄は12本の検圧計の示す目盛の高さを説練すること

により短時間でよみとり得て，殆んどそれに基く誤差

は除去し得るが，前者はその変動が緩めて速か℃，而

もその動溜範囲も大きいから，各検圧討の示す目盛の

高さを順次よみとってゆく聞に速やかにその値は変動

し，たとえ害車線しても到底それに基く誤差を除去し得

ない事実を知った．ー叉たとえ Warburg,Unbreit等の

いう如く Thermobarometerとして1～2本の対照用の

検圧計を採用して，これによって各検圧計の数値を補

正するにしても決してその誤差は除去し得ない．

そこで私はこの様な原因に基く温度誤差を極力除去

する目的で次の様な諸点を改良することによって，良

くその目的を達し得るに至った．

1) Re宮ulatorの及良

本装置の原理とするところは蛇管内のトルエンの膨

脹を水銀柱に伝えて，リレー装置を点滅するにあるが

従来使用されて来たリレー装置の機能を円滑に働かず

ためには交流を使用しているため，大きな電流を流すー

必要があった．従って Regulatorに於いても白金線と

水銀の挨滋抵抗を可及的に少くする必要を生じ，ため

に常に平面的に能組；せしめる様に無理な設計作製がな

されている関係上，本装置を実際使用すると霞々の不

都合を生す・る事実を知った．併し私が改良した後記す

るが如きリレー装置さえ使用すれ：王水銀と白金線の部

分は直流 SOOμA～lmAとなり，従って火花も殆んど

発生せず，白金線を白金針として，これを水銀凸面上

に置くこ とも可能となり，R<gulator作製上の無理も

除去される結果，今iZの様に水銀が毛細蛍覗象で白金

線との聞に傾いで後独したり， あるいは残留したりす

る不都合も全くなくなり，火花による汚染も完全に除

去し得て， ~rguittor はその後能を円治に発障し得る
に至った．又彩、は Regulatorの蛇管も従来のものより

その廻転数を2～3省加したものを使用した．

2) Pレー装置の改良

従来の Warburg装置に附属しているリレー装置は

円祷の coil－を交流で励磁し， これで鉄俸を暖上げて

唱ーター回路を切断するもので， この coilに豆電球
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を直列負荷して， A.C.lOOV.を入れてある． 而して

この豆電球は本来標示燈の役目をしてはいるが，突際

の使用に当つてはこの機械の性質上単に振動によって

切断することも屡々あり，ために実験中支障を来Tこす

ことが多かった．叉マグネットコイルの励磁に交流を

用いると振動音を発し，且つ引力も弱いから，必然的

に電流を大きくする必要に迫られる．従って前記のよ

うに Regulator の白金線と水銀様点聞の火花を大~く

するという欠点を生ずるのである．それ放に私はまず

この豆電球を取外した上，セパラプJレを販附け，且っ

それに 12F代用セレンと 750nの抵抗を斑列に挿入

した．而して標示燈としては別個にネオンランプを取

附け，斯くすることにより住混堵の温度差を土0.5°C

以下に保ち得るに至った．併し乍らこの稼度の改良の

みでは未だその笑験成績の確実性を期することがな

お不安であり，私は更に自家考案の第1図に示すが如

きリレー装置を設計，作製した．即ち 1動作電流を充

分大きくする目的で真空管 6ZP1を三極管接続として

第 1 図

romet~r は 3mm 以内の動揺を示すに止まり， o従って

Warburgのいう「Themobaromd・::rが 5mm以上の

動揺iを示す時はその実験成績を放棄せよ」との実験例

は全くなくな匂った．

3) ヒーターの改良

市販 Warburg装置には補劾及び調整用ヒーターと

して，密閉君主投込電熱穏が使用されている．補助ヒー

ターはこの従来のものでよいとしても，斯る型式の調

整用ヒーターでは水との按触面が少なしために余熱

が多くなり，リレー回路の点滅がたとえ行われても，

湿度を忠実に保ち得ない欠点がある．

そこで私はこの欠点を除去する目的でニグローム線

を孔あきfl専管の中に過し，これにキヤプタイアコー 1-・

を附けたものを金網の中に入れた所謡露出霊投込電然

擦を使用した．而もこの金網は感電防止用遮蔽の目的

で水道管へアースした．併し他方斯る装置を使用する

と，電源の電圧側は7J<.抵抗を通じて水道管に流れ，水

道管が腐浸されるから，更にこれを防止する目的で一

次側 lOOV～90V～80V，二次側 lOOVで，且つ一次

v 

間b
二次 Coll聞にシーlレ1川を施し，而もヒータ

ー容量を有する変庄器を使用した．而してこ

の変圧綜の一次側に端子を出した理由は，電

源電圧の変化，夏，冬の気温変イ旬こ伴ない，

R~a 

R, 

使用し，制御格子には半固定パイプスで予め負電位を

与えておき，もし Regulatorが短絡されると容バイア

スとなれ陽磁電流の増加によってリレー・マグネヲ

1・を働かし，その捺点でヒータ一回路を切断し得る様

に診計したのである．この在、の改良したリレー装置の

リレー・マグネットには，電話用の｛動作電流10～20m

A, Coil巻数 7,000-10,000回で3 7日も機点数の多い

ものを使用し，且つこの Coil聞には振動J音防止のた

めJOμFのコンデンサーでリ Yプルをパイペユし， x
按点間7こは火花防止のため 0.5μFの＝ンデンサーを

夫々掃入した．

ζのリレー装置を使用することによれ Thcrmoba-

変圧音量の一次端子を変え，力日温程度を変える

ためで，斯くして作温唱の放熱冷却とヒータ

ー加熱とに可及的平衡をとらすことは，‘とり

もなおさず温度のllf)j爆を防ぐことになるから

である．但しこの際スライダツクは単捲変圧

穏であり一次，二次 Coil聞に絶縁がないか

ら，斯る目的には使用すべきでない．斯くし

て従来の水道花管による冷却装置も不要とな

るばかりでなしその実験成績も極めて精密なものと

なった．

4）小指

以 t干i

rburg装置の不古l白なる簡Br,Ji!!出 Regulator，リレー装

置，ヒーターの改良を試み，これが原因に基く誤差を

可及的完？でに除去し得るに至った．

第 3章生体外に於ける脂肪乳剤の組織呼

吸に及ぼす影響

I 家克実験成績

A) 対照実験
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1) 食屋燐酸塩緩衝液中に於ける健常’家兎の組蛾

呼咳測定実験

木実験に際しては WarbLJrg検：主計のガス泊二茨酸

ガスを使用することなく，単に市li酸素のみを使用した

関係 L 円錐決器の主室に Ring-.:r氏液を用いず，そ

れに代うるに食主主燐酸喧緩衝液を使用し，まず本溶液

中に於ける健常家兎の組織呼吸を肝臓， l博臓，肺臓，

心臓，腎臓及び骨骨名筋等の f§-·~毒祖織に就いて測定Ltこ

然ιるに第1表に示す機に，何れの臓器も1侍聞の経過と

第1表 食塩燐竣塩緩衝液’（＇に於ける他 1i＼＇家兎の目干，

fll¥＇『，肺，心，腎ー筋の組織呼 N ＜平均値）

＼経過（分）＼ I 
'------- I 1 (/ 20' 30' 4 O' SO' 60’70' I判定

組織名＼＼｜ I 

肝 I 7.8 -7.3 -7.6 -7.1 -6.9 -s.6 -6.61低ド

牌 l-17.4-17.4-16.5-16.0-15.0-14.1-13』低ド

肺 I -s.o -7.6～1.0 -7.4 -6.4 -6.1 -s.4；低下

心 I -9.8 -9.s -8.8 -7.7 -6.8 -6.1 -6.11低下

管 一29.8-28.8-28.3-21)ル21).3-24.8・-24.8低下
筋 1-2.7 -2.4 -2.3 -2.1 -1.9 -1.7ず低下

共に漸次その酸素消費量は低下する傾向を示すが，そ

の程度は肝臓，牌臓，肺臓に於いて最も程度であり，

心臓，腎臓これに次ぶ骨髄筋は最も著明，且つ迅速

に酸素消費量の低下を来たした．

なお本実験のみならず，娠後の実験に於いても互に

その実験成績を対比する必要L 11本の検圧計は何れ

も夫々特定の臓椿の組織呼吸測定：このみ使用し，混同

して使用することは絶対に避けた．

2) 0.2 %葡議結添加食庖燐酸塩緩衝液中に於け

る健常家兎の組織乎吸測定突験

さきに Warbuτgは『多くの細胞は糖の存在により

著しい呼吸増加をまねくから， f宙を添加しない基液中

で組織呼吸を測定中，糖を含有する試験物を倶lj室から

流入すると，仮令可成りの呼吸増加が認められたにし

ても，これゆ必ずしも結以外の試験物によって呼吸の

場加を来たしたものとはいい得ない．併し乍ら斯る際

予め基液中に結を充分に (0.2 %以上の添加では添加日

量の如何に拘らず，呼吸増加量は常に一定，民日ち細胞

は糖で~和されている）添加しておけばp 新たにfl!Jを
含んだ試験物を側室から仮令流入しても，このたびの

変動は糖以外の試験物による呼吸の促進あか、、は抑制

作用の有無として見倣し得るJとしている．このi主]'I＇.突

から我々の脂肪乳剤中に同時に含有されている i指苔，婚

の影響をさけるためには予め 0.296の智治に儲苓，糖を

添加してあるB~液中へ脂肪乳剤を側室から流入せしめ

る必要がある．従ってこの際の実験成績と対比する対

照実験として，私は予め＿0.296の割合に匂1佐れIfを添加

してある食塩弘酸局経民J;f(中に於ける雄常家兎J）組織

呼吸を測定した．

第2表 0.2 %葡萄抑f力II食~燐竣塩綬術液Iドに於ける
他・1；；家兎の肝p 』事p 肺p 心p 腎，筋の組約呼

吸（乎均値）

マ1径ii&~
＼～～～ I 101 20’ 3ぴ 4ぴ 5ぴ 60’ 7ぴ｜列定

側凶＼｜ ｜ 

肝 I -8.2 -7.8 -7.6 -7.4 -7.2 -7.2 -6.9低下

降 卜20.2-1りか19.3-17.7,-14.5-16.1-12.91低ー下

肺 ト11.3-11.3-10.2-10.2・ -9.0 -9.6 -9.0低下

心ー14.2-12.6-12.6~11.0~11.o -9.4 -8.6低下

腎 l'-32.1-32.1-30.6-29.0-30.6-29.8 -29.0低下

筋 I -5.6 -5.2 -4.1 -3.3 -2.7 -1.9 -1.2低下

その実験成績は第2表に示す様に，単なる食盗燐酸

塩緩衝液中に於ける測定値よりも高い呼吸係数を示し

はしたが，その逐時的変動の様相は食塩燐酸主主緩衝液

中に於ける場合と同様でト，何れの臓器も時間の経過と

共Jこ，その酸素消費量は低下した．同して Warburg

のいう如く本実験：ニ於いても浦夜糖の添加量を更に増

加しても，添加量の如何に拘らすうその呼吸係数値は

予め 0.2%の割合に街葱糖を添加しておいた際と全く

同じ値を示すにとどまった．

3) 脂質以外の脂肪乳剤含有諸成分の健常家兎の

組織呼奴に及ぼすf影響

我々の脂肪乳剤中にはそーの主成分である脂質の他に

乳剤作製に必要な安疋剤，更には叉前記の如く 5%の

第3表 0.2%葡萄勝力II食塩燐強盗綬街液中に於げる

健常家兎の各臓器の事閥均呼汲を観察tft，脂肪

字L剤•I·• の脂質を除〈諸成王子を側室より流入（↓）
（平均値）

＼経過すII I 

v .. ：：－「＂I 1ぴ 2ぴ 30’4ぴ 501 60' 7ぴ｜列定車ll純名 ＼｜ ｜ 

日干 I -8.7 -8.4 -7.8 -7.s -7.5 -7.2 -6.71仮・下

勝 I 2i.9.・21.9-21.4-21.2-20.9-20.9-18.71低下

町 卜10.5-10.5-9.7 -9.7 -9.7 -9.3 -8.91低下

心 ト14.5-12.2-9.9 -8.6 -6.6 -5.6 -4.31低・l'

ll 

~1i 

ー33.9-30.4-29.2-30.4-28.1-26.9-23.4！低下

-5.8 -5.4 -4.9 -4.5 -3.9 -3.6 3.11低下
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割合に怖葱絡を含有している．従って私は脂肪乳剤中

に合有される安定剤を，而も同一比率でこれを5%葡

名糖液と混和し，日旨肪乳剤作製時と同一操作を銭た後

これが健常家兎の組織呼吸に及ぼす影響を検討した．

その結果は第3表に示す様に，本溶液を側室から流入

しても糖その他による酸素消費量のJt進作用は全く認

められず，単なる札2%謝寄糖添加食塩憐酸塩緩衝液

中に於ける測定時と同一結果を得Tこに渇ぎない．

B）側室から肝i由宇L剤を基液中に涜入した際司コ健常

家兎の組織呼吸；Jt1Ji'.実験

1) 民液と して食主主燐盤底緩衝液を使用した場合

前郊の様に食盗燐酸塩緩衝液中に於ける健常家兎の

組織呼吸を測定中，時宜をみて側室から葡を絡を含有

しない肝油手L斉lを組織片を浮激せしめてある主主液中に

流入すると，第4衰のように肝臓，料臓に於いては正

第4表 食店燐酸塩緩術液中に於ける健？？？署長兎の肝，
牌，肺，心，腎，筋組総呼吸観察’jJ，側室よ

り葡萄怖を合まぬ脂肪乳剤j流入（↓）（平均値）

＼経過時Ill! I 
℃ミ；二i到110’20’ 301 401 501 60’ 70’｜列定

組織~ "'' I 
肝 I -1.6 -1.6 -s.1 -1.4 -1.1 -1.s -1.31克進

牌 ｜ー17.8-17.5-20.5-19.0-21.4-17.5-16.91 ）工進
肺 I -7.3 -6.7 -7.3 -7.3 -7.3 -1.6 ・7.3：不変

心 1-10.1 -8.9 -7.7 -6.4 －丘5-4.3 -3.ll低下

腎 l-32.6-30.9-29.7-28.4-27.1-27.5 -27.9；低下

紡 I -2.1 -1.9 -1.1 -1.5 -1.3 -u -o司低下

常値以上の呼販を示したが，肺臓に於いては正常値を

保持するにと Yまり，がに心臓，腎臓，骨館筋に於て

は漸次低下した．而してこれを百分率で対照（第1表）

と比較したのが第2図で，肝臓，胸臓，肺臓では対照

る．併し』心臓，腎臓，骨飴筋では対照に較べ酸素消費

量の元進は全く認め得なかった．

2) 基液として 0.2%葡萄糖添加食塩燐酸塩緩衝

液を使用した場合

予め 0.2%の割合に葡萄糖を添加した食屋燐震建屋緩

衝液中に於ける健常察皐の組織呼吸測定中，時宜をみ

て側室から葡萄糖含有肝油乳剤を基液中へ洗入すると

第5安tこ示す様に明らかに肝臓，牌臓に於いては正常

第5表 0;2 %葡萄緋加食庖燐酸塩緩衝液中に於ける

｛建泊・家兎のR干，牌，防，心，管，筋組織呼吸領

事長中に，似I］安より脂肪乳剤j流入U）（平均値）

＼経過時間｜ ｜ 
九～、（分）［ 10’ 201 3ぴ 401 501 6ぴ 70’ I~定

組織名 ＼ ｜ ｜ 

肝 I -9.3 ...:9.3-11.6 .,.9.3-10.1 -9.a -s.9：克進

碑 l-21.3-20ぷ9.4-22・6-19.4-20.7-20.0！型♀
I IJt.；.島

肺ト10・1吹川・1-9.2 -8. 1 -8. 7 -8.21 ~.；. 
心 ト14.1-12.4-11.6-10.2-8.7 -8.3 -7.41低下

腎 ト36.8→33.3-34.. 2-35.1-34.2-33.3 -32.司低下

筋 I -5.7 -5.l -4.6 -3.8 -3.2 -2.7 -I.91低下

値：tJ..との呼吸係数を示したが，肺臓に於いては漸次綿

々低下する傾向を示した．併し乍らこれを第3表に示

した対照と比較すると第3図に示す様に，肝臓，牌臓

に於いては明かに酸緊消費量の克進を示してお·~.肺

臓に於いてもなお対照K較べ酸素消賞最のえ；進してい

る事実を認め得るが，併しその程度は極めて僅徴にす

ぎず対照との聞に前記肝臓，牌臓の機に著しい差異は

認め得なかったし，更に心臓，腎臓，骨骨首筋等に於い

ては対照と較べ酸素消費量のA；進はこの際も叉全く認

められなかった．

、v，べ、、
、“司旬、、対照．

C）考察

以上私は我々の

教室で作製した脂

肪乳剤を用い，こ

れが家兎の肝臓，

牌臓， ~m臓，心臓

，腎臓1立び骨齢筋

等の務組織に及ぼ

す影響を生体外突

験により検討した

結果，第2＆び第

3図に総括した様

第 2 図

食塩燐酸塩緩衝液’（1に於ける他常家兎の組織呼吸測定r(1，側室から肝iii!乳剤（葡
萄搬を合有せざる）を流入した場合の組J餓呼吸に及ぼす影響（平均値）

~1 会｜ 肝臓 I j前 線凪－ I ~I 舟肱
畑 l 注。 l 孟ψl建．
' "'- I,.._ A I "" 
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に絞ベて遥かに高い呼奴状態を示しており， nF71由乳剤j

により明らかに酸素消費量の応進をまねいたのであ

に肝臓，牌臓は本脂肪乳育IJによって著明な酸素消費量

のJC進をまねく事実を知った．然るに他方心臓，腎臓，
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第 3 図

0,2 %葡萄械添加食塩燐破事綬伍j液ij1に於ける世l：常家兎の組織呼吸iJll］＇，立，，，，れlll:+:

I) 網内系細

胞群と実質細胞の

併存する実質破棒

即ち月二ト臓，燐臓は

著明に， H市臓に於

いては程度乍ら，

脂肪手L斉IJの添加に

より酸素消費量の

元進をまねいた．

から肝i1ti乳斉iJ（葡萄情合有）を流入した場合の組織呼吸に及ぼす移軍事（＇ r-均値）

側・

4・
・2・

f’M ，.制師向、，，，.，， ....制 P 臼 yo-t I・ LO I・ 4・岡山押す

2) 網j付系細

胞群を併存しない

骨諮筋等に於いては酸素消費量のホ進は全く認められ

なかったのである．即ちこの事実からも明らかな様に

中性脂肪のリボイ v化機能を有する網l吋系細砲群と脂

質の酸｛じ燃焼に関与する実質細胞の併存する臓器に於

いては，本脂肪乳剤の添加によって明らかに酸素消貨

量の元進をまねくが，網内系細胞群を併存しない心臓，

腎臓，骨骸筋の様な臓器に於いては，全く殴素消費量の

光進を示さないといい得るであろう．従ってこの事実

からも脂質が酸化燃焼されるためには必ずリポイ干の

段階を経ねばならぬことがよく組織呼吸測定成績から

も立証され得たものと考える．而してこの酸素消費量

の克進状態は肝臓に於いて最も著明で，除臓がこれに

次いだ．従ってもし脂肪乳剤が生体静脈内へ注入され

たならば注入脂質は少なくとも肝臓に於いてはケトン

体の段猪迄分解され得ることは容易に理解されるし叉

我々の脂肪乳剤中には偶数茨素原手数で，而も茨素i京

子数が主主個以上の脂肪酸をも亦含有している関係上，

前記の如く牌臓に於いても著明な酸素消費量の元進を

まねいたものと思われる．併し作ら肺臓に於いては，

教室の麻田，イ中国等が立証した様に極めて.if盛な中性

脂肪をリポイ v化する機能を肺胞喰細胞が有するにも

拘らず酸素消費量の元進程度が丹刊蔵，牌臓に較べれば

真に｛隻微にすぎない．従ってこの点からも単に中性脂

肪をリポイド化する作用は，酸素消費を特に必要lとし

ない単なる酵素作用に基く自発的反応として理解すべ

きものと恩われる．而して更にそれ以後の肺臓に於け

る脂質の酸化作用は肝臓， l叫臓等のそれに較べて溢か

に弱く，少なくとも本実験法を以てしては前記の如く

僅かに立証し得る程度にとどまるものと考えてよい．

D）小 括

生体外に於いて脂肪乳剤を健常家兎の各臓穏に作用

せレめて次の如き結果を得た．

臓器3 例えば心臓，l腎臓，骨飴筋等では脂肪乳剤を添加

しても酸素消費量のλ；進伏態は全く認め得なかった．

n 猫実毅例

さきに教室の麻田は組織学此g 妹尾，イ中田，端野は

生化学的に各種動物のBliii質処腹絶力を比較検討した結

果3 肉食Jii/ttソJ）肺臓は，草食あるいは混食動物のそれ

に較べて非常に強力に脂質の処理に関与しており，且

つ叉各臓器を通じてみると，脂質処理1詔力は肉食動物

が震も強く，次いで混食Jijj物でP 草食玄）j物が最も弱い

ことを立証したがp 組織呼吸の面からも果して斯る事

実を認め得るものかどうかを検討すべし私は健常猫

の各臓器の組織乎既に及ぼす脂劫乳剤lの影響を測定す

ると共に，前記家兎の実験成績と比較検討した．

A）実致方法

健常な成熟猫を家兎と問機tこ無麻酔のもとに放血，

致活せしめ，その肝臓， H耳臓，肺臓，心臓，腎臓及び

骨飴筋等の諸臓器の組織呼吸を測定した．この際も基

液としては予め 0.2%の割合に葡葱糖を添加した食塩

燐酸盗緩衝液を使用した．而して本液中に於ける前記

健常猫の組織呼吸測定中，時宜をみて側室から葡葎f唐

含有肝1由乳剤を基液中へ流入せしめて，その際の前記

第6表 0.2 %葡萄附加食鼠燐百皇室綬防波q1に於ける

健常猫の肝，牌，肺，心，筋組織H予汲観察＂＇

側室より脂肪宇L剤流入（↓）（平均値）

＼経過時間 ｜ 
::::.___ （分）IIぴ 2ぴ 3ぴ 40’50 601 7ぴ｜列定

組織名~ .I I 

肝卜1三5-15.5-23.3-16.5-24.3-19.4-1日｜克進

牌 l-19.7-20.7-23.7-22.7-21.7-20.7-19.71 ）工進
肺 卜12.6-12.6-12.6-12.6-14.2-12.6-IJ.Oi不変

心 トll.l-9.8 -9.8 -8.0. -8.6 -8.0・ -6.81低下

筋 1-5.6 -5.5 -5.3 -s.1 -4.8 -4.2 -3.61低下
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第 4 因

。，2%葡萄側f＇＇｛~JJll f主~燐酸菰緩衝液中に於ける健常猫の組織呼吸jfll］定中．側室から
肝ith乳育lj（葡萄糖含有）を流入した場合の組織呼吸に及ぼす影響 ，c平均値）

’.. 
ー・

ι
仇
剣
注
入

月字放

争i•

ー，．

φ2・
φIO 

寸0

『h句通＞，O ・・柄、．
‘’‘、 ‘凡・・・M

対掃．
ー却

zP Jo 初日 bO y~,ff I O 却抑制問 60 ?O＇分

理能力が透かに旺盛であることが理解される．

I• 却抑制 fo 6・~· -:t 10 

各臓器の示す呼吸状態を測定した．

BJ 実験成績

その結果は第6表に示す如くであり，家兎の実験成

績と同様，脂肪乳剤lを：広液中へ流入せしめると刑務‘，

胸臓では著明な酸素消費量の光進を示し，呼吸係数は

正常値以ヒにj遣するが，肺臓に於ては脂肪乳剤の添加

によっても呼吸係数の上昇を示さず，正常：｛直を終始維

持するにとどまった．更に心臓，腎臓， 、骨飴筋等では

鵬肪乳剤の添加にも拘らず対照と同様に，漸次時聞の

経過と共Jこ呼吸係数の低下を示した．

C）考察

以上の成績からも明らかな様に家兎の実験成績と同

事誌に，月ご11鼓，1卑臓は対照に較〆サ旨肪乳剤の添加によって

著明な呼吸機能の先進を示し，肺臓に於てもなお対照

に絞ベ呼吸機能のfし進を示した．。j：し更にこの猫に於

ける脂肪乳剤流入時の各臓器の示す呼峻状態の推移を

百分率で家兎のそれと比叡するi時は，第5図に示す様

z 

第 5 図

試盟主別に観た隊肪乳剤rm加l時の組織呼吸の変動（基液：
；塩緩衝液俊則）

1↓§ /ff鳳＇f¥ I !l •般曹．

争輔
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ては家兎よりも遥

かに高い呼吸状態

を示した．刑して

斯る組J織呼吸測定

成績からみても，

猫の様な肉食動物

の方が，草食動物

である家兎に車交べ

ると，その脂質処

第4章家兎生体静豚内へ脂肪乳剤を混入

した際の組織1子吸測定実験

以との様な生体外実験に於いては肝臓，牌臓，肺臓の

如き網内系細胞と実質j佃胞の併存する臓穏に於てのみ

脂肪乳剤の添加によって当該臓器の酸化機能は対照に

絞ぺて充進を示しはしたが，なお脂質の酸化が完全に

行われるための諸要素，即ちピタミン，酵素等の補給

が充分且つ持続的に行われず，又各臓椿，組織が互に

協調して代謝過程を最終段階まで運営することもでき

ず，ために各種の中間代謝産物が蓄積する結果，酸化

機能の方；進状態を示しても，これは一時的且つ程度に

すぎないことはいう迄もない．

他方叉脂質が手tJ用されてゆくためには私の作い得た

前記の生体外実験主立に教室の麻田，イ中田，妹尾，端野

等の報告した笑験JJ)(績からも明らかな様に必ずリポイ

0.2%官自衛＃liJJll食指燐酸

勢崎臓
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vの段階を経ねば

ならないし，斯く

してリポイドイじし

た開質の完全酸化

は更に二段諸に行

：われることは既に

先人のl議績からも

明らかなところで

ある.RPち第1の
段階は主として肝

臓で月買収，酸からア

セト酷酸を生ずる

迄の過程であり，
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第2の段階は斯くして生じたケトン体は肝外組織それ

も主として筋肉，腎臓に達L，そこで完全に茨酸ガス

と＊とに迄酸化される過税である．

従って前記:f;L、の行い得た生体外実験は我々の脂肪乳

剤が生体内へ注入され場合でも，その第 1段階迄は充

分酸化分解されるのであろうという事実を間接的に僅

かに立証し得たに過ぎず，更に進んで、我々の問肪乳剤

が結局茨酸ガλ と水に迄完全に酸化分解されたことを

毒も立証し得たものではないのである．

従ってこの脂質酸化過棋の第2の段階も叉完全に行

われていることを立証するためには， －－］＜＼＇） 生体静防（113

へ脂肪手L朔lを注入し，一定時聞を経過した後，当該試

獣を放血，致死せしめ，逐時的に各臓器の示す呼吸状

態を測定し，而も腎臓，筋肉tと於いてもよく酸化機

能のえ：i隼日招来されていることを立証する必要があろ

う．従って私は斯る目的で次いで、生体静1永内脂脂乳剤

注入実験を試みると共に，特に心筋，腎臓の酸化機能

の態度を窺った．

叉同時に Lipotropic substance として近来重要視

されるに至ったメチオニンの併用効果，日ぎには教室の

塚田のいう脂質代謝に重要な佼剖を有するものと考え

られるリポプラピンの併用効果等をも組織呼咳の面か

ら検討した．

I肝油乳*1Jを健常家兎の生体静除内へ注入した場合

A) 実験方法蚊に実験成績

健常家兎の耳静除内へ15%肝1由乳剤を体重1足当り

1.Sccの割合で注入した後， ], 4, 6, 12, 24時間と逐

時的に無麻酔のもとに放血，致死せしめ，当該試獣の

肝臓，牌臓，心臓，腎臓等の諸臓棒の組織呼疲を測定

しTこ．

その成績は第7表に示す如くで，肝臓，牌臓，心臓

第 7 表

肝油字L剤を家兎Ij；静詠内へ注入した際の呼吸係数の逐

時的推修 （乎均値）

議~，I 正常同14吋吋2咋時間

1日；間引主｜引9息長トj；：；ほi は~ /-;;:; 1_;;:; ！－~Vo 

腎臓とも何れも時間の経過と共に漸次呼吸係数の上昇

を示し，概ね24時間で‘辰高値を示すに至った．而して

この際は基液として 0,2%葡苦言糖加食塩燐酸塩緩衝液

を使用したから，前記の如く 5%爾iit底；？入による対

照突験を行う必要のないことは勿論である．

BJ 小括詑に考察

生体静詠内へ注入された脂質は私のさきに行った生

体外実験立立に教室の先人の行った笑験成績からも明ら

かな橡に，肝臓，牌臓，H市臓等の網内系細胞群により中

性脂H旨からリポイ vに変じた後，大部分の注入脂質が

肝臓実質細胞内へ入h 少なくともケトン体の段階迄

分解する結果，木実験成績でも肝臓は著明な酸化機能

の1t；進をまねいたものと考える．又注入脂質の原料で

ある肝油中には勿論偶数茨素政にして，市も炭素原子

数12個以上の脂肪酸が含有せられており，従って脂肪

乳剤中の斯るものはリポイド化され Lば組織細胞内で

直接酸化され得るから，前記の生体外実験同様，牌臓に

於いても叉その酸化機能が元進することは当然である

然るに前記生体外実験と異れ木実験法を以てする時

は脂質の酸化燃焼に必要な諸要素例えばビタミン，酸

素等の補給も充分且つ持続的に行われると共：こ，他方

中間代謝産物もその都度処理せられるであろうから，

主として肝臓でケトン体迄分解した大部分の注入脂質

は，その後も順調にケトン体の形で全身組織，就中筋

肉，腎臓に運ばれ，そこで酸化燃焼し，遂には茨酸ガ

λ と7.Kに迄完全に分解する結果，本実験法を以てする

時は心筋，腎臓といえども著明な酸化機能の克進状態

をまねいたものと理解すべきものである．併し乍ら木

実験の如く草食動物である家兎を試獣とした際には，

麻田，仲田等のいう如くその脂質処理能力は極めて弱

いから，脂肪乳剤の静除内注入後24時間自に至って初

めて各種臓器の酸化機能は最高潮に達しており，従っ

て脂肪乳剤のみを単独で，而も家兎の如き草食動物に

毎日連続的に注入する時は注入脂質の体内蓄積を来た

す可能性も容易に想像されるのである．

従って私は次いで脂肪乳剤とメチオニンとの併用注

入実験を試み，メチオニンの作用効果を組織呼吸の面

から更に検討した．

n. 肝i由乳剤とメチオニンを併用した場合

1951年 Alanが Lipotropicsubstanceの意義に就し・

て提唱したが，それ以来今日ではメチオニンに著明な

Lipotropic action の存在する ζ とが一般に承認せら

れて来たことはいう迄もない．さきに教室の麻田は組

織学的に，仲間，端野等は生化学的に，塚田Ii蛋白代

謝の面からメチオニンの作用機序に就いて木脂肪乳剤l
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を応用して追究した結果，メチオニ ンには肺臓，肝臓

，牌臓等の網内系細胞群の注入脂質処理能力を極めて

矯ったせしめ，中性脂肪を倶取し， eそれら細胞内でこれ

を円滑且つ迅j'f！こリポイドイヒし，ひいては肝実質細胞

内で行われるケトン体への酸化分解作用をも迅速且つ

円滑ならしめる働きのある事実を明らかにしている

が，私も叉組織呼吸の面からこのメチオエンの併用効

果を再検討した．

A）実験方法駐に実験成績

健常家兎の耳静肪t内へ15%肝'fr白乳剤を体重 1抵当り

J.5ccの割合に，同時に叉 1ーメチオニ ンを 1庖当り JO

mg の割合て混合注入した後，当該家兎を－~'E時聞を

経て，逐時的に放血，致死せしめて，前記諸臓器の組

織呼吸を測定した．同時に対照としてはトメチオニン

(lOmg pro kg）のみを静肱内へ注入した際の家兎の

各臓器の示す組織呼妓測日成績を以てし，この両者を

比較検討した．

斯く ・して得た第8表に示す実験成績を第9表に示す

対照成績と比較すると，脂肪乳剤と共にメチオユンを

第 8 表

肝i~l乳削よ立にメチ寸ニン併JTlI奇に於ける呼吸係数の占星

時的推FJ. （平均値）

＼経過時間 I I I I I 
＼～1 』 I1E~ffi· 11時間14時間／ 6時l同112時Hrl/24時間

組総名＼｜ I I I I I 

肝 I -a.2 1-10.s 1-14.1 )-14.7旧日ト14.3

牌卜20.2ト20.7卜22.l 1~23.1 卜23.3 ト22.7

aむト14.2 1-13.l ト14.5 i-1而.5トlfl.9ト17.I

腎卜32.ll-36.9 l-37.5卜38.3ト40.2 1-39.7 

第 9 表

メチオユンを家兎古事肱内へ注入した際のH予吸係数の遂

時的鍛移 （平均値）

経過時間 ｜ ｜ ｜ ｜ 
----- I iE常 11時間14時n司16時間112時f:rJ;24時！！日

組織名 I I I I I 
目干 I →l.2 i-10.6 1-10.4 ト1日.1I -9.a I -9.1 

牌 1-20.2 ト22.5卜21.7卜21.6ト18.3ト17.5

C.• 1-14.2 ト16.5 i-14.2ト13.9ト12.3 ト12.l

腎ト3空.1J-34.2 l-33.8 l-32.6ト31.4 1-32.l 

併用した際には肝臓，牌臓，心臓，腎臓等の各臓器は

何れも注射後4時間目頃から時間の経過と共~こ著明な

呼吸係数の僧加をまねき， 12間目で最高値を示した後

再び低下し始めることが判明した．

BJ 小揺蛇に考察

この成績を肝油乳剤l単独注入時のそれと比較する時

は肝臓，牌臓のみならず心筋，腎臓に於ても叉その酸

化機能のえ；進状態は遥かに速かに（注入後12時間）最高

潮に達している．叉更に対照として行ったメチオニン

それ自体のみの注入実験に於て既にその示す呼吸係数

が正常値又はそれ以下に低下した時期に於て，脂肪乳

剤，メチオニン併用注入群と脂肪乳剤単独注入者孝之の

夫々の示す呼吸係数を比較すると，遥かに前者に於て

高い値を示しており，これら一連の事実は前記麻周，

仲田，端童子，塚田等の実験成績をよく裏付けるもので、

あろう．

m. 肝油芋LtrJとリポフラピンを併用した場合

従来から Flavoprotcin酵素はアミノ酸，糖の酸化

のみならず脂肪酸の酸化にも必要欠くべからざるもの

と考えられており，而もビタミン B2欠乏時には生体

内言番組織の Flavoprotcin酵素作用の低下するという

事実，更には又脂質投与時にみられるビタミ J B2の

消費量の噌大するという事実からも脂肪酸の酸化過程

に於てリポプラ ピンの必要性が予想されるところであ

る．

然るに事実教室の塚田は蛋白代謝の商から本肝1由乳

部jの生体静泳内注入に当つては，Pボブラピンの併用

が必要欠くべからざる条件であることを立証するに至

った．そこで私も叉木肝油乳剤と リポプラミンの併用

実験を試みた．

A）実験方法涯に実験成績

健常家兎の耳，飾肱内へ 15%肝1由乳剤を 1斑当り 1.5

ccの割合に，同時に叉ピタミン B2燐酸エステルを 1

抵当り 5mgの割合で混合注入した後，一定時聞を経

て，当該家兎を放血，致死せしめ，逐時的に前記諸臓

器の組織呼吸を測定した．市］して同時に対照とじてビ

タミンB2燐酸エλテ1レ（5mgpro kg）のみを静除内

へ注入した際に於ける家兎の前記各臓器の組織呼！！＆を

測定し，この両者を比較検討した．

斯くして得た第10表に示す実験成績を第11表に示す

対照実験と比絞すると，肝臓，牌臓，心臓，腎臓等何

れの臓穏に於ても6時聞を境として脂肪乳剤と Hポプ

ラピンを併用した時は呼IN係数の上昇をまねき，而し

てその酸化軽量飽元進状態は12時間にして最高潮に達し

以後漸次低下した．而して呼吸状態が最高に達する迄

に要する時聞はメチオエン併用時同様12時間セはある

が，呼吸係数の上昇稼度は脂肪乳剤単独注入時と左程

差異を認め得なかった．
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第 I0表

肝納乳剤主主に H,f-"7 ラピ y併m~寺に於ける呼吸係数の

逐時的推移 （卒均値）

＼経過時間｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
---......___ I 1f.'lil・II時間 4時間16時間1121侍問24時間

附品名 ＼＼！ I I I I I 

肝 I-s.2 j -s.2卜M 卜10.7卜10.4 !-11.6 

E車：－20.2 !-1札2 トl'J.6卜20.3卜21.4l-22.3 

a心ト14.2 i-14.2 '-17.3ト19.2トlB.5ト18.7

腎 J-32.l :-34.3 1－払5卜3fl.8ト37.6I－幻

選手川1時間14吋叫

B）小指蛇に考察

周知の如く最近に至り Krebs のクエン酸回路が盛

んに究明せられるに及び，この回路が絡，アミノ酸の

酸化にも関与する経路であると共；こ，腸肪酸の酸化に

際しでも又助野素Aの作用を介して，この閉路に入る

ことが明らかにされるに至った.ROち脂質代謝の主道

である ~-Oxydatic;>n による酸化過程の結果生ずる活

性二茨素化合物とオキザロ酪酸とから，絢機酸を生じ

トFカJレボン酸回路に入って酸化されることが明らか

となって来た．而も最近に至り Green寄与はこの脂質

の俊化過程に於て Flavinadt>nine dinuc!eotid巴が重

要な酵素学的役割を果たしている事実を指摘するに至

ったし，又教室の端野の研究からもリポプラピンが脂

質代謝上占める位置は寧ろその代謝過程の後半に属し

ており，従って脂質代謝の前半の過穆が円滑化されざ

る限り，即ちメチオ二ン等の併用を行わない限り，リ

ポプラピンの併用を仮令行ってもその代謝過程に多少

の改善はみられても，本実験成績の示す織に全面的に

は改善されず，家兎の如き中性脂肪のリポイド化作用

の弱い動物を脂肪乳剤注入実験の対象とする時は，リ

ポプラピンの併用のみではなお不充分で，メチオニン，

Pポプラピンの同時併用が脂肪乳剤の生体静泳内注入

実験にあたっては必要と思われる．従って私は次いでト

この両者併用実験を試み，この聞のヰf惰を検討した．

w.肝iEll事L剤，メチオニン，リポフラピン及びピタ

ミン：B12を併用注入した場合

A）実験方法蛇に実験成績

健常家兎の耳静E永内へ15%肝J由乳斉IJを体重 11江当り

I.Secの割合に，同時にトメチオニンをl!I玉当り IOmg 

ピタミンB2燐酸zステJレを 1庇当り 5mg並にビタミ

ン B12を1庖当り 3,8yの割合に混合注入した後，一

定時聞を経て，当該家兎を放血，致7Eせしめ，遂略的

に前記各臓鰐の組織呼吸を測定した．叉対照としては

メチオニン，ビタミン B2燐酸エステ )f/，ピタミンB12

を夫々前記の割合で混合注入した家兎のそれを以てし

fこ．

而して第12実に示す実験成績を第13矢に示す対照成

績と比較すると，肝油乳剤，メチオニン，リポプラピ

第 12表

肝ilh字L剤，
MB時に於けるn"f吸係数の逐時的推移（平均値）

~叶1時問

第 I3表

、ける呼吸係数の逐時的推移（苧均値）

議？｜正常11時間14吋酬｜叫州Ill

ン」立びピタミン B12｛＃：用注入時にはその各臓器の示す

呼吸係数は注入後12時間目に最高淑に達し， 24時間後

には既に低下の傾向を示した．而して特に心筋，腎臓

の示す呼政係数は前記如何なる条件下に於ける静除内

注入実験よりも君主かに高い値を示したのである．

B）小揺蚊に考察

以上の実験成績からみても明らかな様に，而も私が

予想した如く， メチオニン，ビタミン B12の併用によ

り静肱内へ注入された中性脂肪の肝臓，牌臓，肺臓等

の網内系細胞群によるリポイド化作用を著しく円滑化
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し且つ促進せしめると共に，前記脂質代謝過程の後半

に重要な酵素学的意義を有するリポプラピンをも併用

して初めて，注入脂質の体内代謝過程はその全経過に

亘って円滑に且つ迅速に運営せられ，中性脂肪からリ

ポイ v，ケトン体を経て結局茨酸ガスと7Kに迄完全

に，而も順調に酸化分解せられることが明らかにされ

得たものと考える．

而して家兎の様な脂質処理能力の弱い動物に対して

すらメチオユ J，リポプラピンを脂肪手L剤の静詠内注

入に当って併用さえすれば，教室の塚田のいう如く脂

肪乳剤の非経口El'0'.'t'：主主補給という我々の所期の目的も

充分に達成せられることが斯る組織呼吸測定成績から

も判明するに至ったのである．

v. 肝油乳剤と胡麻油手L剤の比較

我々が斯る肝油乳剤を人体静肱！勾へ注入する時は屡

々発熱，暖気，腰痛等の副作用を招来する事実を知り

J更に之が究明に努力した結果，その原因が木乳剤の原

料として使用した肝泊中の茨素原子数10以下の低級脂

肪酸にもとずぐ溶血現象に基因することを知った．そ

こで我々は新たに低級脂肪酸を含有しない胡麻油を原

籾とした胡麻油乳剤の作裂を試みて，これを人体静肱

内に注入する時は，前記副作用を殆ど除去し得られる

事実を知った．そこで私は胡麻油乳剤と前記肝油乳斉IJ

の体内利用率の催劣を組織呼吸の面から比較検討した

のである．

従って本実験に際しては前記肝油乳剤注入実験成績

と比較対照する必要上，胡麻油乳剤もその15%乳剤を

使用し，而もこれを体重 1Ii:[当り I.Secの割合に，同

時に又トメチオエン 1庖当り IOmg，ピタミンBz燐

酸エステ1レII託当り 5mg，ピタミン Brn1抵当り3,7y

第 14表

肝：11J宇L剤， メチオユ Y, リポアラピン及びビタミ y

B12 を注射せる家兎組総呼汲（A）の， メチオユン，

Pポ7ラピン及びピタミソ B12を注射せる家兎組純呼

吸（BJに対する増加Hキ（%）

注射後｜ h-1- i 
経過1 12時II~ I 24時間

、lドtliill i IAのBに｜ I ｜瓦のBに
I A i B i対する柑IA I B I対する哨

担盟主－ I : 1111ネ I I 』埜
肝 ｜－川！－1s.1I ＋郎！品16s l一川 + 18 

僻 l-2広1i－忽判＋10%！一24.6i一19.6 +26% 

心 1-19.1: 12.0 I + 55% '-1仏日l一13.31 +41~ ~ 

腎ト43.51-31.6 I + 3日%i一4】.1ト31.7I + 30~ G 

の割合で混合し家兎静除内へ注入した後一定時聞を経

て，当該家兎を放出，致IEせしめ3 逐時的に各臓器の

示す組織呼吸を測定した．

然るに第15表に示す如く，各臓綜の示す呼吸状態は

全く肝油乳剤の場合と同様で、あれ利用効果の点では

肝1由乳剤と胡麻油乳剤との聞には本実験方法を以てし

ては，左程の差異を認め得なかった．

第 15表

胡WHi1fJ乳剤，メチオニン， pボ：・7ラピ y』止びピFミン

B12 併月Ji侍に jj守ける ~'l'·吸係数の主丞f時的推E各（"f.l~＇） f直）

訳~I 正古i· I 1時II司14時｜

碑｜ヱI=!:・:I＝！~·~ i＝！~·~ I＝！~－~ l＝！~·9 
品 I:・:・: I ：~·： I ：：·~ I ~：·： I ：~－~ I：：戸
; 1=;;:; G；；：~ Iぷト；；：； Iぷ 1－~；：~

第5章総括誼に考按

中性脂肪が網内系細胞内に於て脂肪陵乃至Pポイ v
へと変化されることは，既に Derman,Lcites等の述

べたところであるが，その後我々の教室で安全に静除

内へも注入し得る脂肪乳剤が作製されるに及び，教室

の麻田は組織学的に，イ中悶，妹尾，端野等は生化学的

にこの脂肪乳剤が静詠内へ注入された際，如何なる代

謝過程を経て，注入脂質が利用されてゆくものかとい

う点を追究したが，これ主宰の実験成績によれば注入脂

質は肺胞喰細胞，肝臓の星細胞，牌臓の網状織細胞，

遊離 Splenoeyten l立び静詠洞内皮細胞等の網内系細

胞群により速やかに血中から摂取され，それら細胞内

で中性服肪からリポイ v体へと変じた後，注永脂質の

大部分：は肝突賀細胞内へ入り，漸次形態学的には非被

見的となり，遂にはケトン体迄酸化分解し得ることを

朗らかにしているが， ;fJ，の行った生体外実験成績から

も前記の如くよくこの聞の事情を裏付け得たものと考

える．而して斯る段階に至る迄の酸化機転が行われて

いる事は本実験設をたとえ行わなくとも前記教室先人

の業債のみからも既に明らかであって，木実験を敢て

私が行った所以は静肱内へ注入された腸肪乳剤が前記

の如き体内代謝過稗を経てケトン体に~った後も，更

に順調にトリカJレポン酸回路に入って，茨酸ガスと7K

に迄完全に酸化分解されるかどうかという点の究明に

あったのである．而もこの脂質の正常中間代謝産物で、
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ある ケトン体はその後主として筋肉，腎臓に運ばれ，

そこで完全酸化を受けるものとされているから，私は

試獣の生体1路島k内へ脂肪乳剤をit：入した際，果して生

体外実験了では駿化機能の充進を全く示さなかった筋肉

腎臓に於てもその隈化機能が著しい元進状態を惹起す

るか否かを詳細に検討したわけである．而して木附肋

乳剤といえども，これを静除内へ投入するI侍は心筋，

腎臓等の陵化機能の著しく充進する事実を立証し得た

のであって，斯くてこそ教室の塚田のL、う如く，著明

な蛋白節約作用を示すと共に，我々の所期の目的であ

る非経口的栄養補給とL、う佼割を充分果たし得ること

を知り得たのである．

而もこの際試獣として脂質処理能力の弱い家庭を使

用するに当つてはメチオニ Y. リポプラピン等の併用

が必要欠くべからぶる条件であることも同時に立証し

得たのである．

併し乍らオ史実験決のみを以てしては肝油乳剤と胡麻

油乳剤との利用率の優劣の差は明らかにし得なかっ

た．

第6章結論

我々の教室で作製した脂肪乳斉IJの家兎， あるいは猫

の諸臓穏の組織呼吸に及ぼす影響勉に2～3の薬物の併

用効果を生体内及び生体外の両実験によって検討し，

我々の脂肪乳到jを直接静詠内へ注入して脂質の非経口

的栄養補給をよ長たそうとする’我々の目的が，具して主主

畿あるものかどうかという点を追究した結果，次の結

論に到達した．

(1)我々の脂肪乳剤によって，生体外実験に於てもよ

く肝臓，牌臓，月市臓等の諸組織の駿化機能は充途する

併し斯る駿化機能の充進状態は一時的に過寧ない．

(2）生体外実験に於ては，心筋，腎臓の駿化機能は我

々の脂肪乳剤によって篭も光進しない．

(3）然るに予め開肪手L斉IJを生体静除内へ注入しておく

と，肝臓，牌験等のみならず心筋，腎臓といえども著

明な酸化軽量自信の克進をを示した．

似）従って我々の脱肪乳剤lを静肱内へrt入しても，注

入府質は順調にリポイド，ケトン体を経て，トリカ Jレ

ボン酸回路に入り，完全に茨酸ガスと7.1<に迄酸化分解

するものと恩われる．

(5）メチオニン，リポプラピンの併用は更にか与 る胞

質の体内代謝過科ーを円滑，且つ迅速ならしめる．而し

てメチオエ ンの作用は脂質の体内代謝過税の前段階に

於て，またリポプラピンのそれは後段階に於て ~II~を

有するものと思われる．

(6）胡麻油乳剤と肝：1由乳剤との体1Jヨ利用率をホ突験法

によって比叡観察したが，木実験法のみによってはそ

の優劣を決定し得なかった．

(7）木実主主成績からみても， ~i\＇，は家兎よりも主要かに強

大な脂質処理自E力を有するものと恩われる．

(8）以tの動物実験成績から，非経口的栄養補給の目

的で我々の脂肪乳剤lを人体の静泳内へii入するこ とは

価値あるものと思考すみ．

なお木研究には女部省試験科学研究費の援助を受け

た，記して感謝の意を表する．また本研究に当って終

始教示を得た日笠頼則講師に謝意を棒げる．
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腹部動脈硬化性大動脈溜の手術々式は大別して 3つの方法がゐる．

Polyviny!sponge, .大槌広筋膜， Cellophane等の物質による動脈癒慢の補喰法は，悠痛の軽減に向つ

ては効果があるがa根治の点では意味が少い．

血径及び大動脈内膜除去術は，症状の軽減に対しては前者より優るけれども血管内膜，中層を除去す

るので，重Jj脈癒の再発する可能性があり，動脈溜慢を周囲より剥離する技術が困難であって，同じ程度

の関襲撃さで根治の可能な動脈宿切除，同種保存血管庁による吻合術が辰も優れた手術々式であり効果も

良好で再発がなく，術後血径形成，破裂等の危険もなかった．

動脈癌切互主，両極保存大動~片による吻合術の要点は，動脈癌を露出した後，空静脈，総腸骨静脈，
輸尿営等を損傷せーずに剥離すること，下腸間膜動脈は全例に結紫切断して差支えないことであり，而る

後血管朗子をかけるわけであるが1時間45分血行を絶つでも障碍のなかった点である．切除後保存動脈

片を吻合した後，その血管内にHeparinを充満さしてから錯子を除去する．劇的の効巣があり，現在ま

での5例の観察では 100%の効果である．

いずれの術式にせよ，両側性腹部交感神経切除術を併用したんが術後血径形成による閉ま等の後陣碍

が少くてよい．

要するに動脈癒に対し， 生命延長の点から震も優れ， かっ；将来益々発展する手術々式は部~llli\癌切除
後，保存同種大動脈による吻合術であ り，今後多数のオ広告発による手術例の効果判定によって，最後の評

価を下さねばならぬ．

（宅間格抄訳）




